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兵庫県立尼崎工業高等学校のホームページをご覧いただきありがとうございます。 

２月４日（水）武庫川河川敷でマラソン大会を実施しました。昨年は雪の舞う中でしたが、

今回は天候にも恵まれて大きな事故もなくほぼ全員が完走することができたことを大変嬉

しく思います。育友会の皆さんには尼工祭に続いて大変お世話になりました。 

５日（木）各科の代表による「合同課題研究発表会」を１、２年生に対して寒い体育館で 

行いました。合同での発表は昨年からの実施になりますが、どの発表も昨年以上に各科の特

徴が出でおりとても分かりやすい内容であったと感じました。 

１６日（月）に令和８年度推薦入学者選抜検査を実施しました。今年度からＷｅｂ出願と

なりましたが、大きなトラブルもなく検査日を迎えることができました。２０日（金）の合

格発表が出願と同様にＷｅｂ上でしたので、受検生が校内で自分の受検番号を見つけて歓喜

する姿を今年は見ることができず、少し残念な気がしました。出願者数はほぼ昨年と同じで

したが、今年度は、一部の学科において定員に満たない状況が見られ、出願傾向の分析には

頭を悩ませるところです。本校は３月の学力検査を単独選抜で実施する関係で、推薦不調者

が複数志願選抜に流れる傾向があり、ものづくりに興味のある推薦不調者の再受検を切に願

います。 

１７日（火）から２４日（火）まで学年末考査を実施しました。一年生にとっては、高等

学校での進級を意識した定期考査として、今まで以上に真剣に受験してくれたものと信じて

いますが、３月の成績会議が心配でもあります。 

１９日（木）に生徒の健康管理、安全について支援をお願いしている学校医、学校薬剤師

の先生方に出席いただいて学校保健委員会を実施しました。今年度に入ってこれまで大きな

事故等がなかったことは日頃からの安全対策の成果と感謝しています。 

２５日（水）に表彰式と卒業式予行、２６日（木）にご来

賓、保護者の皆様にご臨席をいただき卒業式を行い１５２名

の卒業生を送り出すことができました。校長式辞で予測困難

な現代社会を逞しく生き抜くために必要な「レジリエンス」

という能力について伝えました。レジリエンスは、「回復

力」「弾力性」を意味する言葉で、ストレスから回復する過程で得られる成長や適応の柔軟

性が含まれ、レジリエンスが高い人は、ストレスを受けたときに一時的に柔軟に体勢を崩

しても、最終的にそれを糧にして元以上の回復を果たすとされています。 

最後に、このホームページをとおして、本校について理解を深めていただくとともに、日々

の尼工生の頑張りを応援していただきますようよろしくお願いいたします。 

令和８年 3月１日 


